
2021年 12月 1日                                           

③町内会、自治会などの組織で 

決まっている場所へ行く【一次集合場所】 
＊建物が安全な場合は自宅で避難 
 

《一次集合場所                          ※ご自身の一次集合場所をご記入ください。 》 

 

④広域避難所へ行く  
（町内会、自治会、単位で行動する） 

※注意  すぐに入れない場合がある。 
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今、地震が起きたら 

（震度５弱以上） 

―― 避難の仕方 ―― 

 
 ①自分の安全を守る 【自助】 

＊同居者（家族）の安否確認 

 

・ガスコンロの火を止める 

・火災が起きていれば、消火器・水バケツ 

などで消し止める。（火災が小さい時） 

・逃げ道確保（ドアや窓を開けて） 

②近隣の安否確認（呼びかけ）【共助】 
＊班や組などの小グループで確認 

＊余震に注意 

 

・要支援者、動けない人に手を貸す 

・火災が起きている場合消火にあたる。 

 ＜健常者で協力する＞ 

・町内会、自治会などグループ単位で行動する

のが望ましい。  

 

すぐに避難所へ向かうのではなく 
安全なら、とどまって！ 

   普段の備えが大事です。 
           
 草津市発行の 

『老上学区防災マップ』 
をご覧ください。 

令和 2年 4月に全戸配布されています。 

 

 落ちついて！慌てずに！ 

・ガスの元栓を締める 

・電気のブレーカーを切る 

・非常持出袋を持っていく 

・情報確認をする（ラジオ・LINE等） 

保存版 
目にとまる場所へ 

貼ってご活用  

ください。 

SOS委員会が発行する防災情報紙 


